
第６学年 総合的な学習の時間（人権）学習指導案                              

 

１ 主題    人としての誇りを考える 

２ 主題設定の理由（省略） 

  ３ ねらい 

不合理な部落差別の実態や差別をなくそうと行動している人々の思いについて交流を通して深

く学び、差別を解消するために自分事として考え、差別を許さない態度を育てる。 

４ 指導計画 

 【  】普遍的なテーマ・個別人権課題名 

主題に関わる教科等・行事 

○総合的な学習の時間 

「知ろう 学ぼう 津田」 

【共に生きる】・・・30時間 

○社会科「日本の歴史」 

【人権の歴史】・・・３時間 

○道徳科「世界人権宣言」（ひかり） 

【人権の尊重】・・・１時間 

○道徳科「権利ってなんだろう？」 

（ひかり） 

【人権の概念】・・・２時間 

○道徳科「自分の問題として」 

（ひかり） 

【人権の尊重】・・・２時間 

○道徳科「かおりの決心」（ひかり） 

【仲間づくり】・・・３時間 

○国語科「いちばん大事なものは」 

【共に生きる】・・・１時間 

○学級活動「学級会」 

【仲間づくり】【自尊感情】 

・・・15時間 

 

 

 

主題に関する人権学習 

 

主題を支える常時指導 

 

 

 

 

これまでの学習 

○総合的な学習の時間  

「人としての誇りを考える」 

 ・差別のなかで  

たくましく生きた人  々

 ・渋染一揆  

・解放令 

 ・全国水平社 

【同和問題】・・・８時間 

 

現在の学習 

○総合的な学習の時間 
「人としての誇りを考える」 

【共に生きる】【同和問題】 
・・・７時間 

（本時６／７） 

これからの学習 

○総合的な学習の時間 

「共に生きる社会を築こう」 

【共に生きる】・・・20時間 

 

よいところみつけ 

自分や友達のよい発言や

行動をファイルに記録し、

学級全体に伝える活動を通

して、友達への理解を深め

る。 

問い返しシートの活用 

ペア・グループ学習で

は、相手を意識し、話し

手・聞き手でそれぞれの

思いや考えを大切にする

態度を育てる。 

ぴかりんタイム 

異学年との交流で、相手

も自分たちも楽しく遊ぶ中

でよりよい人間関係を築

き、自己有用感を高める。 



５ 本時について 

（１）本時の目標 

    部落差別に対し、自分事としてとらえ、差別を許さず解消していこうとする意欲を高め 

る。 

  

（２）個別人権課題名 同和問題 

 

（３）本時の展開 

学習活動 指導上の留意点 

 

１ 差別について学んだことを振り返り、 

本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

２ 班でフューチャーシナリオを読み、気 

付いたことを書く。  

 

 

 

 

３ 自分と友達の意見を比較して、同じと 

ころや違うところがあることを知り、差 

別についての考えを深める。 

 

 

 

４ この授業で自分が変わったことや感じ 

たことからどのように行動するかについ 

てまとめる。 

 

○ 気持ちメーターをもとにして、今まで 

の学習の流れと、本時の流れを共通理解 

する。      

 

 

 

○ 次のことに注意してワークシートに書 

かせる。            ①③ 

・参考になったもの 

・共感できるもの 

・考えが変わるきっかけになったもの 

 

○ 児童の意見からさらに問い直し、自分 

の意見と正対できるようにする。  ② 

 

 

 

 

○ 自分の生活について真剣に向き合い、 

自分事として考えられるように助言す 

る。               ② 

 

 

 

 

（４）評 価 

   ・ 根強く残る部落差別について、知ることができたか。       【知識的側面】①  

   ・ 自分自身の心と向き合い、差別を許さず、解消していこうとする意欲を高めることがで 

きたか。                         【価値的・態度的側面】②  

・ 友達のフューチャーシナリオからの気付きを、書くことができたか。 

                            【技能的側面】③ 

  

自分はどう考え、行動するだろう。 


